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安
心
安
全
の
シ
ン
ボ
ル

新
佐
渡
総
合
病
院
が
容
姿
を
現

し
て
き
た
が
、
ア
ク
セ
ス
道
路

整
備
等
が
遅
滞
し
て
い
る
が
。

建
設
課
長 

国
道
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
は
、
金
畑
線
ま
で
は
今

年
度
中
に
完
成
で
き
る
と
聞
い

て
い
る
。

交
通
政
策
課
長 

通
院
患
者
の
た

め
金
井
小
学
校
体
育
館
跡
地
に

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
を
計
画
、
本

線
か
ら
金
井
４
号
線
に
入
っ
て

病
院
か
ら
市
役
所
と
い
う
ル
ー

ト
も
検
討
中
で
あ
る
。
変
則
五

差
路
交
差
点
の
用
地
問
題
も
あ

り
、
開
院
時
は
現
行
通
り
８
路

線
33
便
で
あ
る
。

総
合
政
策
課
長 

金
井
小
学
校
跡

地
を
駐
車
場
に
す
る
。
中
央
図

書
館
と
の
連
動
に
つ
い
て
は
ま

だ
検
討
し
て
い
な
い
。

 

車
に
よ
る
広
域
性
、
利

便
性
の
確
保
が
新
市
の
前
提
に

な
っ
て
い
る
。
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
増
加
を
考
え
る
と
マ
イ

カ
ー
か
ら
公
共
交
通
機
関
へ
の

転
換
が
必
要
。
認
識
を
変
え
る

意
味
で
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

を
提
案
し
て
き
た
が
教
訓
を
得

た
か
。

交
通
政
策
課
長 
一
昨
年
か
ら
年

１
～
２
回
実
施
し
て
き
た
が
本

年
は
、
継
続
性
を
持
た
せ
る
た

め
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間

に
、
25
日
か
ら
30
日
、
連
続
で

や
る
。
市
職
員
は
率
先
し
て
取

組
み
民
間
の
方
に
も
協
力
を
求

め
て
実
施
す
る
。

 

東
日
本
大
震
災
後
の
佐

渡
市
経
営
に
つ
い
て
問
う
。
未

曾
有
の
国
難
に
対
す
る
に
、
危

機
意
識
を
欠
い
た
国
政
が
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
佐
渡
市
は
大

丈
夫
か
。

 

結
論
か
ら
言
う
と
現
段

階
で
は
影
響
を
受
け
て
い
な

い
。

財
務
課
長 

財
源
の
４
割
を
占

め
る
公
債
特
例
法
案
が
通
ら
な

い
事
態
は
考
え
ら
れ
な
い
。
４

月
１
日
公
共
事
業
の
５
％
留
保

要
請
は
あ
る
が
今
の
と
こ
ろ
支

障
な
く
事
業
執
行
が
行
わ
れ
て

い
る
。

危
機
管
理
主
幹 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
根
本
的

な
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
防
災
完
備
の
保

険
的
な
も
の
で
な
く
、
災
害
発

生
時
に
被
害
を
減
ら
せ
る
減
災

を
考
え
て
い
る
。

地
域
振
興
課
長 

北
埠
頭
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
設
計
段
階
に
入

る
の
で
、
津
波
対
策
も
含
め
て

検
討
す
る
。

 

東
日
本
大
震
災
で
釜
石

市
大
川
小
学
校
の
教
員
の
対
応

が
明
暗
を
分
け
る
結
果
と
な
っ

た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
現
場
の

対
応
の
評
価
と
、
佐
渡
市
の
児

童
・
生
徒
へ
の
今
後
の
防
災
教

育
へ
の
取
組
み
を
問
う
。

教
育
長 

現
場
の
現
状
を
理
解

し
て
い
な
い
の
で
評
価
は
で
き

な
い
が
、
情
報
に
よ
れ
ば
、
統

一
的
な
的
確
な
判
断
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て

い
る
。
避
難
訓
練
を
計
画
的
、

実
践
的
に
実
施
し
、
災
害
時
に

安
全
且
つ
迅
速
に
、
的
確
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
各
種
災
害
に

応
じ
た
訓
練
を
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
く
。
児
童
・
生
徒
数
や

地
理
的
要
因
が
異
な
る
が
、
各

学
校
の
実
情
に
あ
っ
た
各
種
災

害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。

 

原
子
力
防
災
避
難
区
域

は
10
キ
ロ
で
あ
る
が
、
現
状
は

30
キ
ロ
で
あ
る
。
し
か
し
海
上

に
遮
る
も
の
が
な
い
佐
渡
島
民

の
緊
急
避
難
は
ど
う
す
る
の

か
。
ま
た
、
東
電
、
保
安
院
、

政
府
発
表
が
ま
ち
ま
ち
だ
が
、

ど
の
報
道
を
基
準
に
市
は
対
応

す
る
の
か
。

 

震
災
に
起
因
し
た
福
島

原
発
の
事
故
は
、
起
こ
り
得
な

い
想
定
外
の
事
故
が
現
実
と
な

っ
た
も
の
で
、
し
か
も
避
難
範

囲
が
30
キ
ロ
を
超
え
一
向
に
収

束
の
方
向
性
が
見
え
な
い
。
原

発
は
安
全
で
あ
る
と
信
じ
て
い

た
こ
と
が
根
底
か
ら
崩
さ
れ
る

事
件
で
あ
り
衝
撃
を
受
け
て
い

る
。

危
機
管
理
主
幹 

市
の
地

域
防
災
計
画
で
は
原
子

力
災
害
対
策
は
規
定
し

て
い
な
い
た
め
、国
民
保

護
計
画
に
よ
る
緊
急
避

難
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
県
レ
ベ
ル
で
の
協

議
が
必
要
と
な
る
の
で
、

県
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。
今
回
の
原
発
報
道

発
表
は
混
乱
し
て
い
る
様
子

だ
が
、市
独
自
で
の
判
断
は
難

し
い
。県
の
判
断
に
委
ね
る
。

 

こ
の
際
、
佐
渡
市
民
に

原
子
力
防
災
へ
の
知
識
を
周
知

す
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
と

考
え
る
が
。

危
機
管
理
主
幹 

周
辺
市
町
村
で

勉
強
会
を
始
め
る
と
の
こ
と
な

の
で
、
そ
う
い
う
機
会
に
積
極

的
に
参
加
し
、
得
た
情
報
を
市

民
に
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
る
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ

　
　
　
　
　
交
通
体
系
の
整
備

　
田
中
　
文
夫
　
議
員

廣
瀬
　
擁
　
議
員

津
波
・
原
子
力
発
電
へ
の

　
　
　
　
　
　
対
策
は
万
全
か

福島第一原発事故の様子
1号機・2号機・3号機

建屋損壊

使用済み
燃料棒
貯蔵プール

原子炉圧力容器
冷却用水が蒸発

⬇
燃料棒露出
⬇

過熱・崩壊

過熱・崩壊
⬆

燃料棒露出
⬆

冷却水不足

燃料棒

制御棒

原子炉格納容器
3号機は両方の
事態が起きている

3号機・4号機

奥尻島の津波避難施設
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こ
こ
に
平
成
19
年
５
月

17
日
付
け
の「
強
姦
未
遂
事

件
」で
負
傷
し
た
被
害
者
の
診

断
書
が
あ
る
。当
時
被
害
者
は

佐
渡
東
署
に「
被
害
届
」を
出

し
た
が
警
察
は「
上
申
書
」（
加

害
者
を
許
す
と
い
う
文
書
）の

提
出
が
な
け
れ
ば
受
理
で
き
な

い
と
握
り
潰
し
た
。そ
の
後
、被

害
女
性
は
３
年
間
か
け
て
加
害

者
の
身
辺
調
査
を
行
っ
て
、生

活
保
護
費
の
不
正
受
給
を
発

見
、匿
名
で
市
に
通
報
し
た
。市

は
そ
の
後
匿
名
者
の
名
前
を

知
っ
た
が
、不
正
受
給
者
の
調
査

が
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、通
報
者

の
抗
議
が
続
き
、そ
の
仲
介
を

市
は
私
に
依
頼
し
た
。平
成
23

年
６
月
１
日
に
双

方
の
言
い
分
を
聞

い
た
結
果
、あ
る

事
件
を
隠
ぺ
い
す

る
た
め
の
謀
議
集

団
が
、弁
護
士
を

使
っ
て
の
脅
迫
。

東
・
西
警
察
の
誤

認
捜
査
が
あ
っ
た

事
実
が
証
拠
に

よ
っ
て
説
明
さ
れ

た
。そ
の
証
拠
は

市
長
に
提
示
し
て

あ
る
。
改
め
て
市

長
の
答
弁
を
求
め

る
が
、こ
の
質
問

を
聞
い
て
い
る
通
報
者
に
言
い

た
い
。弁
護
士
が
残
し
た
証
拠
の

「
合
意
書
」に
内
容
証
明
で
事

件
の
内
容
を
残
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。悪
さ
を
し
た
警
察
官
の

実
名
も
残
せ
る
。そ
れ
で
通
報

者
の
名
誉
を
回
復
し
て
ほ
し
い
。

 

生
活
保
護
費
の
不
正

受
給
の
発
見
に
通
報
を
い
た

だ
き
感
謝
し
た
い
。
通
報
後

の
職
員
の
対
応
に
誠
実
さ
が

欠
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

も
お
わ
び
す
る
。
今
後
、
誠

実
な
対
応
に
努
め
る
よ
う
職

員
を
指
導
し
て
い
く
。

 

最
近
、
温
泉
料
金
が
５

０
０
円
か
ら
６
０
０
円
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
１
０
０
円
の
値

上
げ
で
客
は
激
減
し
て
い
る
。

入
湯
税
１
５
０
円
を
免
除
す
れ

ば
５
０
０
円
以
下
に
で
き
る
。

入
湯
税
免
除
か
、
同
額
補
助
か

対
応
さ
れ
た
い
。

 

検
討
し
た
い
。

 

髙
野
市
政
の
評
価
と
次

期
市
長
選
へ
の
対
応
は
。

 

７
年
間
の
環
境
に
や
さ

し
い
島
づ
く
り
等
が
効
果
を
上

げ
て
い
る
。
市
長
選
は
、
ま
だ

先
の
こ
と
で
あ
り
、
与
え
ら
れ

た
役
割
を
果
た
す
。

 

市
の
計
画
で
は
常
備
消

防
や
支
所
を
大
幅
削
減
し
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
大
規
模
災
害

に
対
応
で
き
な
い
。

 

大
震
災
は
見
直
す
機
会

に
な
っ
た
の
で
、
見
直
し
て
い

く
。 

消
防
本
部
の
津
波
対
策

や
原
発
対
策
は
十
分
か
。

消
防
長 

10
m
程
度
な
ら
、２
階

に
司
令
室
が
あ
り
支
障
は
な
い
。

危
機
管
理
主
幹 

現
在
、
原
子
力

災
害
対
応
計
画
は
な
い
。

 
放
射
能
検
知
器
が
佐
渡

に
な
い
の
で
は
。

危
機
管
理
主
幹 
外
海
府
に
１
器

あ
る
が
、
今
回
の
事
故
対
応
で

は
な
い
。
市
独
自
の
検
知
器
は

準
備
し
て
い
る
。

 

佐
渡
は
柏
崎
原
発
か
ら

50
㎞
圏
内
だ
が
、
万
が
一
の
時

の
被
曝
を
防
ぐ
ヨ
ウ
素
剤
は
。

危
機
管
理
主
幹 

現
在
、
佐
渡
に

は
置
い
て
い
な
い
。

 

地
震
で
の
家
屋
や
避
難

所
の
耐
震
化
を
進
め
る

べ
き
。
ま
た
、
孤
立
集

落
へ
の
対
策
は
。

危
機
管
理
主
幹 

地
域
の

４
５
６
か
所
の
一
時
避
難

所
の
耐
震
化
は
考
え
て

い
な
い
。
孤
立
集
落
対

策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
、早

急
に
検
討
す
る
。

 

国
民
年
金
で
入
所
で
き

る
特
養
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
き

な
い
市
民
へ
の
対
応
が
必
要
。

高
齢
福
祉
課
長 

低
所
得
者
が
入

所
で
き
る
よ
う
に
他
市
を
参
考

に
検
討
し
て
い
る
。
リ
ハ
ビ
リ

対
応
施
設
の
位
置
等
を
精
査
し

検
討
し
て
い
く
。

 

入
湯
税
は
「
ぜ
い
た
く

税
」
が
性
格
で
、
他
の
事
例
を

見
て
も
引
き
下
げ
が
必
要
で
は
。

税
務
課
長 

ホ
テ
ル
や
旅
館
、

福
祉
向
上
の
施
設
も
あ
り
、
こ

れ
ら
を
含
め
研
究
す
る
。

 

民
間
譲
渡
し
た
施
設
は
、

３
年
目
以
降
知
ら
な
い
と
い
う

の
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
障

が
い
者
に
頑
張
っ
て
も
ら
う
雇
用

の
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
必

要
で
は
。

 

非
常
に
厳
し
い
運
営
と

思
う
が
民
間
の
工
夫
で
乗
り
切

っ
た
も
ら
い
た
い
。
で
き
る
だ

け
社
会
的
弱
者
の
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

加
賀
　
博
昭
　
議
員

警
察
関
与
の
疑
い
事
件
と

　
　
　
　
　
生
保
不
正
通
報
の
顛て

ん

末ま
つ

防
災
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
そ
重
要

中
川
　
直
美
　
議
員

100㎞

50㎞

福島原発から
230㎞

柏崎原発

弁護士が依頼人にだまされて作った文書
通
知
文
書
は
集
団
謀
議
の
結
果
だ
と
依
頼
者
が

事
実
を
暴
露
。
取
り
消
し
て
欲
し
い
と
要
請
。
そ

の
際
、
警
察
官
も
関
与
し
た
と
述
べ
た
と
言
う
。

（
弁
護
士
を
だ
ま
し
、
警
察
と
も
通
じ
る
謀
議
集

団
と
は
何
者
）
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安
心
・
安
全
の
島
づ
く

り
に
お
い
て
、
先
の
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
津
波
被
害
を
踏

ま
え
、
今
後
、
想
定
さ
れ
る
津

波
へ
の
対
策
は
考
え
て
い
る

か
。 

現
在
、
地
域
防
災
計
画

を
見
直
す
方
向
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
特
に
津
波
に
つ
い
て
は
各

種
要
綱
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

の
見
直
し
を
行
う
と
共
に
、
避

難
指
示
の
伝
達
体
制
、
手
段
を

早
急
に
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

 

市
民
観
光
ガ
イ

ド
利
活
用
に
つ
い
て
。

 

質
の
向
上
と
同

時
に
ガ
イ
ド
し
て
も
ら

え
る
安
心
感
等
を
宣
伝

も
含
め
て
、
地
域
の
自

分
た
ち
の
仕
事
と
一
緒

に
で
き
る
よ
う
な
ガ
イ

ド
の
仕
事
で
あ
る
と
よ

い
と
考
え
て
い
る
。

 

リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
に
つ
い

て
、
来
年
度
以
降
は

継
続
す
る
か
。

建
設
課
長 
来
年
度

以
降
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
3
次

募
集
も
含
め
、
経
済

対
策
の
検
証
を
し
っ

か
り
行
っ
て
、
判
断

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

合
併
後
８
年
も
経
て
、

な
ぜ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必

要
な
の
か
非
常
に
不
可
解
だ
。

 

平
成
21
年
作
成
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
相
川
地
域

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成

し
、
施
設
整
備
計
画
を
進
め
て

い
る
。
今
年
度
は
佐
渡
を
４
ブ

ロ
ッ
ク
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
分
け
、
地
域
の
気

候
、
地
形
、
産
業
な
ど
の
特
色

を
生
か
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
作
成
中
で
あ
る
。

 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と

こ
れ
ま
で
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
・

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
総
合
計
画
・

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
ど
う
違
う
の

か
。

総
合
政
策
課
長 

多
く
の
計
画
が

あ
る
が
、
総
合
計
画
は
、
行
政

運
営
の
基
本
方
針
の
最
上
位
計

画
と
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
は
合
併
特
例
債
期

限
後
の
平
成
31
年
ま
で
の
計

画
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

 

産
業
振
興
の
面
か
ら
ジ

ア
ス
に
何
を
求
め
、
何
を
期
待

す
る
の
か
。
ジ
ア
ス
認
定
で
佐

渡
の
農
業
を
ど
う
変
え
る
の

か
。 

佐
渡
の
農
業
、
農
村
風

景
、
文
化
が
重
要
で
保
全
す
べ

き
も
の
と
し
て
世
界
に
認
め
ら

れ
た
こ
と
を
誇
り
、
今
後
地
域

座
談
会
、
市
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
活
用

で
理
解
を
深
め
て
い
く
。

 

後
継
者
育
成
へ
の
農
業

振
興
と
公
社
の
あ
り
方
を
見
直

す
べ
き
だ
。

 

農
業
研
修
生
を
36
人
受

入
れ
、
就
農
定
着
者
16
人
、
現

在
は
震
災
雇
用
や
緊
急
雇
用
対

策
を
活
用
し
、
研
修
生
を
８
人

受
入
れ
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ

る
後
継
者
の
育
成
で
は
な
く
、

後
継
者
の
実
質
的
確
保
が
必
要

で
島
内
外
の
受
入
れ
を
積
極
的

に
行
い
、
公
社
、
農
協
出
資
法

人
、
大
学
と
の
連
携
を
行
う
。

 

ト
キ
ふ
れ
あ
い
施
設
は

計
画
が
あ
ま
り
に
も
軽
薄
す
ぎ

て
全
く
理
解
で
き
な
い 

。
自

然
繁
殖
を
目
指
す
佐
渡
に
は
不

要
な
施
設
で
あ
り
中
止
す
べ
き

だ
。 

現
在
の
繁
殖
ケ
ー
ジ
で

は
、
ト
キ
を
遠
く
か
ら
で
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
不

満
が
多
い
。
佐
渡
産
品
の
物
産

館
を
併
設
し
て
、
ト
キ
の
見
学

者
に
ゲ
ー
ジ
内
で
羽
ば
た
く
ト

キ
を
身
近
で
見
せ
、
そ
の
後
、

自
然
放
鳥
の
ト
キ
を
見
る
と
い

う
コ
ー
ス
を
つ
く
り
た
い
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

岩
﨑
　
隆
寿
　
議
員

想
定
さ
れ
る
津
波
へ
の

　
　
　
　
　
対
応
を
考
え
て
い
る
か

村
川
　
四
郎
　
議
員

今
な
ぜ
、グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
の
か

奥尻島の防波堤リフォーム助成事業
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ナ
ン
バ
ン
エ
ビ
漁
の
個

別
漁
獲
量
割
当
制
度
導
入
支
援

の
内
容
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ

の
詳
細
と
今
後
の
取
組
み
は
。

 

全
国
初
の
取
組
み
で
あ

り
、
個
々
の
船
ご
と
の
漁
獲
制

限
量
を
決
め
、
網
目
を
大
き
く

し
て
よ
り
大
き
な
サ
イ
ズ
を
漁

獲
し
、
所
得
の
向
上
と
資
源
管

理
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

農
林
水
産
課
長 

漁
業
者
の
不
安

が
あ
り
、
県
も
い
ろ
い
ろ
協
議

し
た
が
、
操
業
エ
リ
ア
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
総
枠
的
な
資
源

管
理
が
可
能
な
赤
泊
・
多
田
地

区
を
対
象
と
し
た
。
最
終
的
に

は
、
篭
・
網
の
補
助
と
利
子
補

給
と
い
う
形
に
な
っ
た
。

 

知
事
は
当
初
、
農
業
同

様
に
所
得
補
償
を
打
ち
出
し
た

が
な
ぜ
無
く
な
っ
た
の
か
。

農
林
水
産
課
長 

あ
く
ま
で
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
が
、
5
年
後

の
平
成
28
年
に
は
漁
獲
量
自
体

は
減
少
す
る
も
の
の
、
エ
ビ
の

サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
る
の
で
、

水
揚
額
は
向
上
す
る
と
の
見
通

し
が
理
由
と
聞
い
て
い
る
。

 
大
き
な
エ
ビ
を
付
加
価

値
を
付
け
て
高
く
販
売
す
る
工

夫
が
必
要
だ
が
、
ど
う
対
応
す

る
の
か

副
市
長

 

小
さ
い
物
を
取
ら

ず
、
大
き
い
物
を
取
る
の
は
基

本
だ
。
付
加
価
値
を
付
け
る
の

は
、
絶
対
に
大
事
な
こ
と
だ
。

今
後
議
論
し
確
実
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

 

学
校
統
合
に
よ
り
通
学

が
遠
距
離
に
な
り
不
安
を
感
じ

て
い
る
保
護
者
が
い
る
。
中
学

校
の
場
合
、
休
日
・
長
期
休
暇

に
も
部
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
る

が
対
応
で
き
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長 

現
在
の
中
学

校
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し

て
い
る
学
校
で
は
、
夏
休
み
中

に
つ
い
て
も
平
日
は
運
行
し
て

い
る
。
な
お
、
土
日
に
つ
い
て

は
家
庭
・
地
域
と
の
関
わ
り
を

持
つ
日
と
い
う
こ
と
で
、
運
行

し
て
い
な
い
。

 

現
在
、
統
合
を
検
討
中

の
赤
泊
小
学
校
の
P
T
A
か

ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
説
明
に

つ
い
て
不
満
が
出
て
い
る
が
、

踏
み
込
ん
だ
対
応
は
で
き
な
い

の
か
。

学
校
教
育
課
長 

土
日
に
つ
い
て

は
、
他
の
学
校
も
原
則
運
行
し

て
い
な
い
の
で
、
統
合
を
理
由

に
こ
こ
の
地
区
だ
け
特
別
認
め

る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
考

え
て
い
る
。

 

火
葬
場
の
統
合
に
よ
り

不
便
に
な
る
地
区
へ
の
支
援
策

が
い
っ
こ
う
に
示
さ
れ
な
い

が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

環
境
対
策
課
長 

3
施
設
5
炉
の

稼
働
を
25
年
末
に
予
定
し
て
い

る
の
で
、
早
い
段
階
で
説
明
を

し
た
い
。

　

日
本
海
の
中
心
に
位

置
す
る
佐
渡
は
領
域
の
確
保
と

経
済
水
域
の
保
全
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
国

境
離
島
の
最
前
線
に
「
国
を
守

る
備
え
の
無
い
事
」
は
国
際
的

に
見
て
も
非
常
識
で
あ
る
。
海

上
自
衛
隊
の
誘
致
と
耐
震
バ
ー

ス
、
水
深
12
ｍ
以
上
の
港
湾
施

設
を
セ
ッ
ト
に
国
と
折
衝
す
べ

き
で
あ
る
。ま
た
護
衛
艦
に
は
、

災
害
派
遣
を
任
務
の
一
つ
に
加

え
、
医
療
・
入
院
施
設
を
常
備
、

緊
急
時
に
病
院
船
と
し
て
活
用

で
き
る
も
の
も
あ
る
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
と
離
島
の
被

害
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
市
長

の
率
直
な
感
想
と
覚
悟
の
ほ
ど

を
聞
き
た
い
。

 

海
上
自
衛
隊
誘
致
に
つ

い
て
、
佐
渡
が
万
が
一
の
と
き

の
支
援
に
基
地
を
佐
渡
に
置

く
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
岸
壁
の
整

備
を
国
に
進
言
し
た
ら
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
国

防
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
国

民
を
守
る
立
場
に
あ
る
自
衛
隊

が
佐
渡
で
本
当
に
活
動
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
今

回
、
８
月
28
日
の
市
の
防
災
訓

練
で
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
海

上
自
衛
隊
も
含
め
て
、
初
め
て

自
衛
隊
３
隊
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
４
月
６
日
、
被
災

現
地
で
救
援
に
向
か
う
自
衛
隊

の
隊
列
を
見
た
が
、
目
を
覆
う

ば
か
り
の
惨
状
の
中
で
身
を
挺

し
て
作
業
を
す
る
自
衛
隊
の
そ

ば
で
、
お
ば
あ
さ
ん
が
手
を
合

わ
せ
立
ち
尽
く
す
姿
を
見
て
、

佐
渡
が
こ
の
よ
う
な
と
き
、
支

援
が
本
当
に
も

ら
え
る
の
か
と

考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
派
遣
さ
れ

た
自
衛
隊
員
は

10
万
人
と
言
う

が
、
離
島
で
は

支
援
の
手
が
及

ば
ず
、
沖
か
ら

米
軍
の
上
陸
用

舟
艇
か
ら
支
援

を
受
け
た
。
い

つ
ま
で
も
安
全

な
日
本
で
あ
る

と
い
う
幻
想
は

無
残
に
も
否
定

さ
れ
た
。
佐
渡

市
の
安
全
の
為

に
は
何
で
も
や

ろ
う
と
考
え
て

い
る
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

金
田
　
淳
一
　
議
員

水
産
業
の
振
興
と

　
　
公
共
施
設
の
統
合
に
つ
い
て

祝
　
優
雄
　
議
員

海
上
自
衛
隊
誘
致
の
必
要
性


